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カールスルーエ造形大学 インダストリアルデザイン B4 

        メディアデザイン M1 

パリ・ラ・ヴィレット建築大学 環境設計 M2

       環境設計 M1

アールト大学 ストラテジックデザイン M2

芸術工学専攻 D1

ケルン応用科学大学 未来構想デザイン B3

      インダストリアルデザイン B3 

アムステルダム応用科学大学 メディアデザイン B3

       インダストリアルデザイン B3 

アナドル大学 未来構想デザイン B3

ミラノ工科大学 インダストリアルデザイン B3

メディアデザイン M1

南洋理工大学 未来共生デザイン M2

インダストリアルデザイン B3

エストニア芸術アカデミー 芸術工学専攻 D2

アンハルト応用科学大学 環境設計 B3

HAN 応用科学大学   メディアデザイン B3 

北京理工大学 インダストリアルデザイン B3

ダルムシュタット応用科学大学 インダストリアルデザイン B3

ラフバラー大学 環境設計コース M1

ウィーン大学 メディアデザイン B4
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2. 2 同窓留学生のネットワーク構築 

目的 

 九州大学芸術工学部・大学院芸術工学府および九州芸術工科大学を卒業後、世界各地で活躍す
る同窓留学生のネットワークを構築し、卒業生と「芸工」との間の継続的な交流と相互支援の基
盤を確立するとともに、現役留学生に対してグローバルなキャリア形成の可能性を提示する。 

 

取組み 

 同窓留学生ネットワーク「Geiko Global Alumni Network」への加入促進、情報更新依頼 
 同窓留学生へ季節の挨拶や年間報告書等を添えた定期的な電子メールの送付 
 年間行事として Geiko International Reunion の運営 

 

Geiko Global Alumni Network 

九州大学芸術工学部・大学院芸術工学府および九州芸術工科大学を卒業した同窓留学生 90 名
（2025 年 3 月 1 日現在）が Geiko Global Alumni Network に登録した。 

 出身国・地域別（人数）：中国（42 名）、インドネシア（10 名）、韓国（5 名）、マレーシア・
ブラジル（4 名）、フィリピン・ミャンマー・台湾（3 名）、バングラデシュ・コロンビア（2
名）、オランダ・フランス・ロシア・シリア・クウェート・エジプト・エクアドル・タンザニア・
セネガル・シンガポール・タイ・日本（1 名） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
11



 

 

Geiko International Reunion 2024 

目的 

 同窓留学生の多様なキャリアデザインに関する情報共有 
 同窓留学生に向けた芸工の近況報告 

日時    2024 年 11 月 16 日（土）17 時～19 時（日本時間） 

会場    【現地】九州大学大橋キャンパス デザインコモン 1 階および 2 階 

【オンライン】SpatialChat（Core30 プラン） 

使用言語  第 1 部（基調講演）：英語、第 2 部（交流会）：自由 

参加対象  同窓留学生、九州大学芸術工学部・大学院芸術工学府在学生、九州大学教職員 

内容 

 開会あいさつ（尾本 章 芸術工学研究院長） 
 同窓留学生代表挨拶（Iyad Alsabouni 助教、UAE 在住、２０１１年卒） 
 芸工の近況報告（芸工インターナショナルオフィス室長 Gerard B. Remijn 教授、2003 年

卒） 
 基調講演：同窓留学生の多様なキャリアデザインについて 

1. 一般企業のデザイナー（Hongjoo Park さん、英国在住、２０１６年卒） 
2. 起業家（Huda Mohammed Faisal さん、バングラデシュ在住、２０２３年卒） 
3. 海外大学教員・研究者（張 路 准教授、中国在住、２０１１年卒） 
4. 九大芸工教員・研究者（LOH Ping Yeap 助教、日本在住、２０１７年卒） 

 集合写真 
 交流会（現地、オンライン） 
 閉会あいさつ（芸工インターナショナルオフィス室長 Gerard B. Remijn 教授） 

 

実施実績  参加者合計 33 名 

 

 同窓生 同窓生かつ九大

芸工教員 

九大教職員 九大芸工学生 合計 

現地会場 4 3 5 9 21 

オンライン 11 1 0 0 12 

計 15 4 5 9 33 
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当日の様子 
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5. 2 海外大学関係者の表敬訪問対応  

概要 

2024（令和 6）年度において、九州大学大学院芸術工学研究院へ合計 33 件、19 か国・地域
からの訪問があり、訪問客数は全体で 249 名（教職員 77 名、学生 172 名）に達した。 

 

海外訪問客の分析 

■ 出身国・地域別 

海外訪問客 33 件の出身国・地域の内訳は、台湾 10 件、ドイツ 5 件、インドネシア 4 件、イ
ンド 3 件、フィンランド 2 件、他（オーストリア、マレーシア、香港、英国、メキシコ、韓国、フ
ランス、クロアチア、アメリカ合衆国、中国、バングラデシュ、タイ、チュニジア、イタリア）各 1
件であった。 

■ 来訪目的 

 海外訪問客の来訪目的は、今後の交流に関する意見交換 11 件、大橋キャンパス見学 7 件、ワ
ークショップ 4 件、シンポジウム 3 件、共同授業 2 件、展示会 2 件、他（研究室訪問、教職員研
修、短期プログラム、協定調印式）各 1 件であった。 

■ 受入教職員の所属部門 

 海外訪問客の受入教職員所属部門の内訳は、環境設計部門 8 件、人間生活デザイン部門 8 件、
ストラテジックデザイン部門 6 件、未来共生デザイン部門 6 件、メディアデザイン部門 1 件、音
響設計部門 1 件、九州大学国際部 2 件、その他（名誉教授）1 件であった。 

 

芸工インターナショナルオフィスの対応 

 これら 33 件の海外訪問客に対する、芸工インターナショナルオフィスの対応は、延べ 137 件
であった。内訳は、写真撮影・記事掲載等 27 件、広報用物品（芸工グッズ）手配 26 件、キャン
パスツアーガイド 21 件、芸工紹介プレゼンテーション 18 件、会場予約・設営 17 件、教員間ミ
ーティング参加 15 件、研究院長表敬訪問対応 13 件であった。訪問件数に対する施設見学率は
63.6% (21/33 件)であった。 

 

総括 

2024 （令和 6）年度、九州大学大学院芸術工学研究院における国際交流活動は、教職員および
事務部門との緊密な連携体制のもとで実施されてきた。海外訪問客の受入に際しては、芸工インタ
ーナショナルオフィスが中核的な調整機能を担いつつも、各部門の専門性を活かした多層的な支援
体制の構築が確立した。 

具体的には、研究院長表敬訪問においては総務課庶務係との円滑な連携により、適切なプロト
コルに基づいた接遇が実現された。また、広報活動に関しては総務課企画・広報係との協働によ
り、芸工公式ウェブサイトおよびソーシャルメディアにおける訪問内容の記録や対外的な情報発信
が効果的に遂行された。 
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特筆すべきは、キャンパスツアーにおける各施設管理部門のスタッフによる専門的な解説の提供
であった。施設スタッフは自身の業務スケジュールを調整し、日本語および英語による専門的な施
設紹介を行うことで、訪問客の学術的関心に応える質の高い情報提供を実現した。こうした各部門
の自発的な協力があってこそ、大橋キャンパスの研究・教育環境の魅力を効果的に伝えることが可
能となっている。 

芸工インターナショナルオフィスは、これら多岐にわたる部門との調整役として機能しながら、
海外訪問客の多様なニーズに対応するワンストップサービスを提供してきた。このような組織横断
的な協力体制は、単なる訪問受入にとどまらず、将来的な国際共同研究や教育交流の基盤構築に寄
与する戦略的な取り組みとして位置づけられる。 
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図. 海外訪問客件数（32 件）に対する九州大学大橋キャンパス施設見学率 
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表. 2024（令和 6）年度海外訪問客情報 

来訪年月日 大学名 国・地域名 
2024 年 4 月 22 日 台湾師範大学 台湾 
2024 年 5 月 2 日 インスブルック大学 オーストリア 
2024 年 5 月 13 日 マレーシア工科大学 マレーシア 
2024 年 5 月 14 日 バンドン工科大学 インドネシア 
2024 年 5 月 24 日 ポツダム応用科学大学 ドイツ 
2024 年 6 月 19 日 台湾師範大学 台湾 
2024 年 6 月 19 日 銘傳大学 台湾 
2024 年 7 月 1 日 中原大学、元智大学 台湾 
2024 年 7 月 9 日 ハサヌディン大学 インドネシア 
2024 年 7 月 24 日 ラップランド大学 フィンランド 
2024 年 8 月 2 日 香港理工大学 香港 
2024 年 8 月 28 日 オックスフォード大学 英国 
2024 年 9 月 4 日 国立成功大学 台湾 
2024 年 9 月 12 日 大連理工大学、北京理工大学 中国 
2024 年 9 月 17 日 国立連合大学 台湾 
2024 年 10 月 11 日 ポツダム応用科学大学 ドイツ 
2024 年 10 月 29 日 無所属（ガリ版アーティスト） メキシコ 
2024 年 10 月 31 日 台湾師範大学 台湾 
2024 年 11 月 6 日 PLN 工科大学 インドネシア 
2024 年 11 月 8 日 蔚山科学技術大学校、バンドン工科大学、IISc バン

ガロール、インド工科大学グワハティ校、パリ国立

高等鉱業学校、ザグレブ大学 （ISDC2024 参加） 

韓国、インドネシア、イン

ド、フランス、クロアチア 

2024 年 11 月 12 日 セプルーノペンバー工科大学 インドネシア 
2024 年 11 月 18 日 台湾師範大学 台湾 
2024 年 12 月 2 日 イリノイ大学アーバナシャンペーン校 アメリカ合衆国 
2024 年 12 月 6 日 東華大学 中国 
2024 年 12 月 9 日 ダルムシュタット応用科学大学 ドイツ 
2025 年 1 月 14 日 国立成功大学 台湾 
2025 年 1 月 15 日 ラップランド大学 フィンランド 
2025 年 2 月 4 日 国立成功大学 台湾 
2025 年 2 月 7 日 リーディング大学、チッタゴン工科大学、カセサー

ト大学、チュニス ESAD 大学、CEPT 大学

（Environmental Design Global HUB 短期プログラ

ム参加） 

バングラデシュ、タイ、チュ

ニジア、インド 

2025 年 2 月 10 日 インド工科大学ハイデラバード校 インド 
2025 年 2 月 20, 21 日 ミラノ工科大学 イタリア 
2025 年 2 月 28 日 ワイマール大学 ドイツ 
2025 年 3 月 10 日 ケルン大学 ドイツ 
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▲キャンパスツアー 

 

▲研究院長表敬訪問 

 

▲芸術工学部・芸術工学府の紹介 
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